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【数値は2015年3月末現在】

自治体における風力発電推進の取組み事例

山形県庄内町

◇ 日本三大悪風「清川だし」を逆手にとり、町おこしに利用

◇ 平成６年に全国１２市町村による第１回全国風サミットを開催（旧：立川町）

◇ 翌年に「風力発電推進市町村全国協議会」が結成された

設備概要
◆ 立川町シンボル風車 Kｅｎｅｔｅｃｈ 100kW×3基 （H5.5）

◆ たちかわ風力第1～6発電所 Micon 400kW×2基（H8） 、600kW×4基
（H11、12）

◆ 庄内町営風力発電所 Tacke 1,500kW×1基（H14.2）

◆ ㈱立川CSセンター風力発電所 Tacke 1,500kW×1基（H15.2）

総発電出力 6,500kW

設置基数 11基

庄内町内の風力発電施設



自治体における風力発電推進の取組み事例

北海道苫前町

苫前夕陽ヶ丘風力発電所

上平グリーンヒルウィンドファーム

◇ 国内初となった大規模風力発電施設。

◇ 送電線の容量不足により、平成１２年以降において

風車が建設できない状況が続いている。

設備概要
◆ 苫前夕陽ヶ丘風力発電所 NORDEX 600kW×2基、BONUS 1,000kW×1基

（H11.3）

◆ ユーラス苫前ウィンドファーム BONUS 1,000kW×20基 （H11.11）

◆ 苫前ウィンビラ発電所 Vestas 1,650kW×14基、Enercon 1,500kW×5基
（H12.12）

総発電出力 52,800kW 設置基数 42基

６

自治体における風力発電推進の取組み事例

鳥取県北栄町

◇ エネルギーの地産地消、 環境負荷のないエネルギーの推進と普及啓発

◇ 町独自財源の充実、町の特色創出や地域振興

◇ 自治体が運営する国内最大規模の風力発電所

設備概要
◆ 北条砂丘風力発電所 REPOWER 1,500kW×9基 （H17.11）

総発電出力 13,500kW

設置基数 9基

総事業費 約28億円

北条砂丘風力発電所



自治体における風力発電の現状と課題

自治体で風車を建設したいが、できない環境がある。

電力会社 協議にあたり、専門知識をもった職員がいない。 買取制限等がある。

送電線
どの場所にどのくらいの連系可能量があるのかわからない。

連系する送電線が無い。又は脆弱である。

買取単価 ＦＩＴ法での風力単価設定は、大規模風力のものであり、小規模風力では厳し
い。

買取り法
ＦＩＴ法による風力単価は、現在まで据え置きであるが、将来の単価低
下の不安。

リプレース、リパワーの法適用については、いまだに不明確。
技術者 電気主任技術者の確保。 専門知識を持った職員不足。

法律・規制
各種法律や規制により、手続きや処理が煩雑で時間と費用がかかる。
（環境アセス、農地転用、定期事業者検査、景観、騒音、低周波、など）

自 然
風力発電は、自然による制約を大きく受ける。
（猛禽類の生息地、環境保護区域の指定、国定公園内、など）

平成29年度予算額：290百万円（341百万円）

洋野町沖合海域
洋上風力（着床式）
200,000 kW
（5,000 kW×40基）

◇長崎県五島市（H27～H28）

申請者
（共同提案者）

北九州市若松区響灘沖
洋上風力（着床式）

200,000 kW( 5,000 kW×40基)
500,000 kW( 5,000 kW×100基)

◇福岡県北九州市（H27～H28）

◆洲本市（H28～H29）
洲本市五色沖
洋上風力 50,000～100,000 kW
（5,000 kW×10～20基）

◆北海道足寄町（H28～

◆北海道標津町（H28～H

足寄町クマネシリ南部地域
地熱発電 規模未定
（賦存量調査等により決定）

標津町武佐岳地域
地熱発電 15,000 kW級

五島市崎山沖・黄島沖
洋上風力（浮体式）
22,000 kW
( 2,000 kW×11基)
500,000 kW
( 5,000 kW×100基)

◇岩手県（H27～H28）
（洋野町）

◇鳥取県（H27～H28）

東伯郡北栄町
陸上風力 30,000 kW
（3,000 kW×10基）

拡大地図出典：国土地理院ウェブサイト

平成29年度⾵⼒発電等に係る地域主導型の
戦略的適地抽出⼿法の構築事業におけるモデル地域について
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日本を救う

風力発電と海洋エネルギー
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日本の再生可能エネルギーポテンシャル

太陽光

風力（陸上）

風力（洋上）

中小水力

バイオマス

地熱発電

単位（百万kW ）
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合 計

原子力発電

211,600万ｋW

4,820万kW（2011年3月時点）

（環境省による2011－4）

日本の状況のまとめ
「日本に風力発電は適さない」 という風説は、世界各国の統計

実績から見ると根拠に乏しい。

化石燃料の輸入への依存度が高い日本は、 本来ならば
もっと風力発電を活用すべき。化石燃料輸入額27兆円／年！

気象による風力発電の出力変動は、系統運用を工夫すれば、貫
入率5～10%までは支障無い。

台風・低風況には、風車の技術開発で対処可能。「日本型風車」
ニーズを風車メーカに訴えるべき。

ＥＥＺ世界6位の日本は、洋上風力発電ならびに海洋エネルギー
のポテンシャルがきわめて大きい。これらの開発が日本を救うこ
とになる。



風力発電導入ロードマップ

• ビジョンの基本条件とロードマップの設定方法

– 2050年度需要電力量（シナリオＡ）に対して、風力発電で約20％以上供給
累積導入量を、Ｓ字カーブで設定

2050年度推定需要電力量（シナリオＡ）に
対して、風力発電から約20％供給可能

2050年度推定需要電力量（シナリオＢ）に
対して、風力発電から約25％供給可能

発電電力量は、2010年以前に建設した
発電所設備利用率を20%として算出
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風力発電導入ロードマップ：ビジョン

浮体式風力

着床式風力

陸上風力

実績

発電
電力
量

年度 合計 陸上 着床 浮体 [億kWh]

2010 248 245 3 0 43

2020 1,090 1,020 60 10 230

2030 3,620 2,660 580 380 810

2040 6,590 3,800 1,500 1,290 1,620

2050 7,500 3,800 1,900 1,800 1,880

風力発電導入実績と
導入目標値［万ｋＷ］

維持管理手法の開発

海底ケー ブル の 陸揚げ 地点に 陸上開閉所を設置し、常時4人の 作業員が 洋上発
電施 設の リ モ ー トモ ニ タリ ング に より管理を行っ ている。発電所の メンテナン
スは 、通常ア ク セス 船を使用していま すが 、緊急時に 迅速に 対応できるように
、ヘリ コプター を使用し たサ ブステーションでの 緊急訓練を実施すると共に 、よ
り効率的なアクセス方法および 維持管理手法の開発を行っている。



将 来 展 望

１．風力発電の導入拡大
◇ 風力適地には可能な限り風力発電設備を導入する ～送電網整備は必須

◇ 地域の産業力アップと雇用の創出による地域活性化～きっかけを醸成し価値創造力を強化

２．純国産のクリーンエネルギー

◇ 海外からのエネルギー輸入に頼らない純国産のエネルギーの利用 ～エネルギーの安全保障

◇ 汚染物質を排出しないクリーンで環境にやさしいエネルギーの普及拡大～人類の生存基盤維持

３．地産地消のエネルギー

◇ 地域の資源である風を有効な資源として活用する～地理的・歴史的・自然的特性を活かす

◇ 地域の電源として、病院や学校、防災施設などへ電力を供給する～減災対策、強靭な国土の形成

◇ 再エネから水素を製造し、地域で使用できる地産地消のシステム作り～持続可能な社会システム

４．ブランド化
◇ クリーンエネルギーの利用による商品等のブランド化～新たな「価値」の創造

◇ 人々の対流を引きつける「磁場」を創り、地域内外の交流・協働を促進する。

ご清聴ありがとう

ございました。
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Photos by Hussey et al., 2015
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